
「令和」とともに繁栄願う
　５月１日、令和の幕開けとともに、ゆかりの地である本
町では、うずしおパークで記念碑がお目見えされました。
　早速、同公園には多くの観光客が訪れ、注目を集めてい
ます。（関連記事＝ P４）



↑整列する新入団員

↑
退
団
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
す
る

竹
山
元
中
央
分
団
長

↑消防車庫で行われた開所式の様子 ↑旧東分遣所と比べ、面積と設備が拡充された事務室（写真右）と会議室（同左）

４月１日から運用を開始した新東分遣所

新
東
分
遣
所
が
運
用
開
始

平
成
31
年
度
長
島
町
消
防
団
入
退
団
式

　

役
場
隣
接
の
町
有
地
に
移
転
新
築

し
た
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
阿
久
根

消
防
署
東
分
遣
所
が
４
月
１
日
か
ら

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

旧
東
分
遣
所
は
昭
和
49
年
に
建
築

さ
れ
、
本
町
の
火
災
、
救
急
、
災
害

対
応
活
動
な
ど
を
担
っ
て
き
ま
し
た

が
、
築
45
年
が
経
過
し
た
施
設
は
老

朽
化
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
し
た
。
平
成
24
年
３
月
、
長
島

町
町
有
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

か
ら
、
東
分
遣
所
の
新
築
の
必
要
性

に
つ
い
て
答
申
が
あ
り
、
新
施
設
建

設
へ
向
け
て
始
動
。
新
東
分
遣
所
の

完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
総
事
業
費
が
約
５
億

３
６
０
０
万
円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
３
階
建
て
で
、
延
べ
床
面

積
が
約
１
３
７
６
平
方
㍍
に
な
り
ま

す
。
市
町
村
合
併
に
伴
う
職
員
の
増

に
よ
り
、
旧
東
分
遣
所
で
不
足
し
て

い
た
会
議
室
や
事
務
室
を
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。
１
階
は
署
員
の
事
務
室

や
消
防
車
庫
、
出
動
準
備
室
、
各
資

器
材
倉
庫
な
ど
を
備
え
、
２
階
に
は

災
害
対
策
室
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、

女
性
消
防
団
の
待
機
室
な
ど
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
３
階
に
設
置
さ
れ

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
川
端
洋
斗

団
員
（
浦
底
分
団
）
が
「
忠
実
に
消

防
の
義
務
を
遂
行
し
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
、
諏
訪
団
長
が
新
体
制
の

幹
部
に
辞
令
を
交
付
。
川
添
町
長
は

団
員
へ
向
け
て
「
長
島
町
消
防
団
は

１
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
誇
り
、

昨
年
の
全
国
消
防
操
法
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
こ
と
で
全
国
で
も

注
目
を
集
め
る
組
織
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
一
体
と
な
っ
て
安
心
・
安

全
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

退
団
者
を
代
表
し
て
竹
山
司
郎
元

分
団
長
（
中
央
分
団
）
が
「
と
も
に

命
を
懸
け
て
活
動
し
て
き
た
団
員
と

支
え
て
く
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
、
家

族
に
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
在
団
す
る
団
員
ら
の

訓
練
披
露
が
行
わ
れ
、
関
係
者
か
ら

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
、
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
で
長
島
町
消
防
団
の
平
成

31
年
度
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
73
人
が
退
団
し
、
67
人
が

入
団
。
総
員
２
９
５
人
体
制
で
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
川
添
町
長
が
諏
訪
団

長
へ
町
消
防
団
長
の
辞
令
を
交
付
し

た
後
、
長
期
に
わ
た
り
消
防
団
活
動

に
取
り
組
ん
だ
退
団
者
に
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

受
け
継
が
れ
る
地
域
防
災
へ
の
思
い

た
発
電
機
室
は
、
停
電
時
で
も
分
遣

所
お
よ
び
災
害
対
策
室
の
機
能
を
失

わ
な
い
よ
う
に
72
時
間
以
上
の
運
用

が
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
26
日
、
同
所
で
開
所
式
が
行

わ
れ
、
川
添
健
町
長
を
は
じ
め
、
消

防
関
係
者
ら
約
60
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
川
添
町
長
は
「
新
東
分
遣
所
を

十
分
に
活
用
し
て
町
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
の
鹿
児
島
県
消
防
技
術

指
導
会
に
出
場
す
る
署
員
ら
の
引
き

揚
げ
救
助
訓
練
も
披
露
さ
れ
、
出
席

者
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

町
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
拠
点
基
地
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①大きいジャガイモが採れてほほ笑む子ども
②親子４人でせっせと掘り取り
③ジャガイモの無料配布。後ろには延々と連なる行列
④迫力のある演奏で会場を盛り上げた野田郷島津太鼓

①

②

③

④

↑「令」と「和」の文字が金に色付けされた石碑

↑大伴旅人の歌に詠まれた黒之瀬戸の潮流

　
「
第
８
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
」

が
４
月
28
日
、
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
会
場
（
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
周

辺
）
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

９
０
０
０
人
の
来
場
者
が
詰
め
掛
け

ま
し
た
。

　

10
時
の
開
場
を
前
に
掘
り
取
り
体

験
の
受
け
付
け
テ
ン
ト
前
に
は
来
場

者
が
列
を
な
し
て
に
ぎ
わ
い
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
「
野
田
郷

島
津
太
鼓
」
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
る

と
、
拍
手
喝
采
。
同
ま
つ
り
実
行
委

員
長
の
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
、
三
原

仁
常
務
が
「
長
島
は
温
暖
な
気
候
と

赤
土
が
特
徴
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
産
地
。

長
島
の
味
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、幕
開
け
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
で
行
わ

れ
た
掘
り
取
り
体
験
に
は
、
親
子
連

れ
を
中
心
に
多
く
の
来
場
者
が
参
加

し
、
額
に
汗
を
流
し
な
が
ら
掘
っ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
並
べ
、
堪
能
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
先
着
２
５
０
０
人
に

準
備
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
無
料
配

布
や
詰
め
放
題
に
は
、
長
蛇
の
列
が

で
き
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
が
入
っ
た
袋
を
手
に
提
げ
た
来

場
者
か
ら
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

薩
摩
川
内
市
か
ら
来
場
し
た
久
保

薗
沙
耶
香
さ
ん
は
「
じ
ゃ
が
い
も
ま

つ
り
は
初
め
て
の
参
加
。
ジ
ャ
ガ
イ

モ
が
袋
に
い
っ
ぱ
い
で
嬉
し
い
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

第８回じゃがいもまつり

　

改
元
さ
れ
た
５
月
１
日
、
新
元
号

「
令
和
」
の
出
典
元
と
な
っ
た
「
万

葉
集
」
の
第
５
巻
「
梅
花
の
歌
32

首
」
の
序
文
の
一
節
を
刻
ん
だ
石
碑

の
除
幕
式
が
う
ず
し
お
パ
ー
ク
で
行

わ
れ
、
川
添
町
長
や
地
元
住
民
な
ど

約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
石
碑
は
、
４
月
１
日
の
新
元

号
発
表
に
合
わ
せ
、
本
町
が
令
和
ゆ

か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
と
令
和
時
代
で
の
さ
ら
な

る
発
展
を
祈
念
す
る
こ
と
を
目
的
に

町
教
育
委
員
会
が
建
立
し
た
も
の
で

す
。

　

一
連
の
和
歌
を
詠
ん
だ
大
伴
旅
人

が
黒
之
瀬
戸
海
峡
の
潮
の
流
れ
を
詠

ん
だ
万
葉
集
の
歌
「
隼
人
の　

瀬
戸

の
岩
ほ
も　

鮎
走
る　

吉
野
の
滝
に

　

な
ほ
し
か
ず
け
り
」
の
歌
碑
が
同

所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
歌

碑
は
そ
の
隣
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
産
の
石
材
が
使
用
さ
れ
た
石

碑
に
は
「
初
春
の
令
月
に
し
て　

気

淑
く
風
和
ら
ぎ
」と
刻
ま
れ
て
お
り
、

歌
の
解
説
の
看
板
も
併
せ
て
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

式
で
川
添
町
長
は
「
令
和
は
ゆ
か

り
の
地
で
あ
る
本
町
の
住
民
の
幸
せ

と
穏
や
か
な
生
活
が
期
待
さ
れ
る
時

代
に
な
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

式
の
終
了
後
に
は
、
早
速
地
元
住

民
ら
が
石
碑
の
前
で
記
念
撮
影
を
行

い
、
新
時
代
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し

た
。

袋いっぱいの春の味に 9000 人が笑顔

「令和」由来の石碑建立

ゆかりの地の幸せ願う
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↑手を取り合う川添町長、千葉自治公民館長、坂之
下修副公民館長、宮内合併推進委員長（写真右から）

↑婦人会が中心となる馬踊り

↑ 80 年前に長崎県から山門野に伝わっ
たとされるモダン節

↑長島町青年団が始動し、活力にあふれる団員

↑握手を交わす川添町長（写真右から２番目）と古田代表取締役（同３番目）

　

山
門
野
上
と
山
門
野
中
、
山
門
野

下
の
３
自
治
公
民
館
が
４
月
１
日
に

合
併
し
、
新
た
に
山
門
野
自
治
公
民

館
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

同
地
区
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
で

集
落
運
営
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
25
年
度
に
合
併
検
討
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度

に
は
地
区
在
住
の
20
歳
以
上
を
対
象

に
集
落
合
併
に
関
す
る
意
向
調
査
を

実
施
。
合
併
が
必
要
と
の
回
答
が
多

数
を
占
め
た
こ
と
か
ら
、
検
討
会
を

重
ね
、
平
成
29
年
度
に
山
門
野
集
落

合
併
推
進
委
員
会
が
発
足
し
、
本
格

的
に
合
併
に
向
け
て
動
き
出
し
、
今

回
の
誕
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

同
自
治
公
民
館
は
現
在
、
１
１
０

世
帯
、
２
７
９
人
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。

　

４
月
21
日
に
は
、
町
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
で
山
門
野
集
落
合
併
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
集
落
関
係

者
や
町
関
係
者
ら
約
１
２
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

新
し
い
山
門
野
に
期
待

　

千
葉
久
嗣
初
代
自
治
公
民
館
長
は

「
当
初
は
住
民
ら
の
意
見
の
相
違
が

あ
っ
た
が
、徐
々
に
理
解
を
得
ら
れ
、

合
併
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
今

後
は
先
人
が
残
し
た
伝
統
を
守
り
な

が
ら
、
融
和
と
活
気
に
満
ち
た
心
豊

か
な
集
落
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

宮
内
一
弘
合
併
推
進
委
員
長
が
「
合

併
に
伴
い
、
集
落
行
事
の
活
性
化
や

芸
能
の
継
承
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

へ
の
参
加
者
の
増
加
な
ど
、
新
し
い

変
化
が
起
こ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
展
望
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
地
元
住

民
ら
が
撮
っ
た
過
去
の
集
落
行
事
な

ど
の
記
念
映
像
が
上
映
さ
れ
、
懐
か

し
さ
か
ら
歓
喜
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　

伝
統
芸
能
の「
モ
ダ
ン
節
」と「
馬

踊
り
」
も
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
同
自
治
公
民
館
の

華
や
か
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

「
山
門
野
」
自
治
公
民
館
が
誕
生

　

長
島
町
青
年
団
の
設
立
総
会
が
４

月
10
日
、
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
青
年
団
は
、
合
併
前
の
旧

東
町
と
長
島
町
で
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し

て
い
ま
し
た
が
、
合
併
後
は
自
然
消

滅
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
県
青
年
団
協
議
会
や
川

添
町
長
ら
約
20
人
が
出
席
し
、
青
年

団
設
立
実
行
委
員
会
代
表
の
脇
田
圭

祐
さ
ん
（
平
尾
中
南
）
が
「
町
の
た

め
に
な
る
活
動
を
模
索
し
、
自
分
た

ち
が
楽
し
む
気
持
ち
を
持
っ
て
、
活

動
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

楽
し
ん
で
活
動
で
き
る
集
ま
り
に

　

本
町
と
株
式
会
社
フ
ル
タ
（
古
田
義
富
代
表
取
締

役
）
に
よ
る
指
江
地
区
コ
ン
ビ
ニ
設
置
事
業
立
地
協

定
式
が
３
月
29
日
、役
場
応
接
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
令
和
３
年
４
月
か
ら
の
指
江
庁
舎
の
支

所
化
に
伴
う
地
域
振
興
策
の
一
環
で
、
地
元
住
民
の

生
活
の
利
便
性
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

式
で
川
添
町
長
は
「
今
後
の
経
営
が
安
定
す
る
こ

と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
古
田
代
表
取

締
役
は「
町
内
外
の
か
た
に
笑
顔
で
接
客
を
心
掛
け
、

地
域
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
の
建
設
予
定
地
は
指
江
庁
舎
の
敷
地
内

で
、
６
月
21
日
か
ら
営
業
開
始
予
定
で
す
。

長
島
町
青
年
団
が
復
活

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
役
員
構
成
や
基
本
方

針
計
画
な
ど
が
協
議
さ
れ
、
全
て
承

認
。
団
員
11
人
体
制
の
長
島
町
青
年

団
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

副
団
長
の
二
階
堂
鮎
さ
ん
（
蔵
之

元
）
は
「
若
い
か
た
に
ど
ん
ど
ん
入

団
し
て
ほ
し
い
。み
ん
な
で
集
ま
り
、

仕
事
の
悩
み
な
ど
を
語
り
合
う
場
に

な
れ
ば
」
と
出
席
者
に
入
団
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

長
島
町
青
年
団
で
は
、
町
内
に
在

住
す
る
35
歳
以
下
の
か
た
を
対
象
に

団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

仲
間
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
興

味
の
あ
る
か
た
は
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
主
な
活
動
内
容

　

・
社
会
貢
献
活
動

　

・
異
業
種
や
他
市
町
村
青
年
団
と

　

の
交
流
活
動

　

・
自
己
研
磨
学
習
会
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

一
緒
に
長
島
を

盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か

地域活性化に向けて
指江コンビニ事業立地協定式
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↑川添町長から町の事業概要が説明される会の様子

納
税
優
秀
賞
（
10
組
合
）

納
期
限
内

（
平
成
30
年
12
月
末
日
）
完
納

納
税
組
合
　
　（
納
税
組
合
長
）

湯　
ノ　
口　
　
（
湯
元　
　

刷
）

加
世
堂　
　
（
渡
邊　

浩
二
）

杉
ノ
段　
　
（
坂
元　

耕
作
）

梅
ノ
木
山　
　
（
加
世
堂
国
義
）

矢

堂　
　
（
宮
路　

義
輝
）

牧
　
　
（
𠮷
鶴　

清
次
）

浦

底　
　
（
浦
底　

英
安
）

山
門
野
上　
　
（
千
葉　

久
嗣
）

市
来
崎　
　
（
崎
迫　

正
一
）

川
床
下　
　
（
田
中　

隆
明
）

納
税
優
良
賞
（
17
組
合
）

年
度
内

（
平
成
31
年
３
月
末
日
）
完
納

納
税
組
合
　
　（
納
税
組
合
長
）

馬

込　
　
（
湯
田　

保
弘
）

赤

崎　
　
（
赤
嵜　

信
夫
）

山
門
野
下　
　
（
柿
ノ
迫
重
則
）

小

坂　
　
（
立
山　

昌
三
）

川

内　
　
（
大
川　

一
成
）

桂

代　
　
（
川
田　
　

誠
）

山
門
野
中　
　
（
馬
場　

喜
作
）

西
　
　
（
海
江
田
美
治
）

北
方
崎　
　
（
瀬
﨑　

博
光
）

川
床
中    　
（
児
玉　

任
光
）

犬
鹿
倉　
　
（
大
迫　

政
喜
）

藤
之
元　
　
（
白
濵　

輝
記
）

本

町　

    （
竹
上　

博
文
）

野

中　
　
（
東
條　

義
昭
）

福
ノ
浦　
　
（
宮
脇　

伸
也
）

上

揚　
　
（
髙
田　

照
明
）

汐

見　

    （
濵
田　

幹
男
）

納
税
努
力
賞（
３
組
合
）

納
税
に
対
し
顕
著
な

　
功
労
の
あ
っ
た
組
合

納
税
組
合
（
納
税
組
合
長
）

塩

追　
　
（
中
村　

幸
二
）

平
尾
中
南
　
　（
松
岡
　
　
満
）

浜

漉　
　
（
大
堂　

定
憲
）

　

平
成
31
年
度
長
島
町
行
政
連
絡
員

会
議
が
４
月
16
日
、
長
島
町
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
町
内
55
地
区
の
行
政

連
絡
員
が
出
席
。
は
じ
め
に
川
添
町

長
か
ら
行
政
連
絡
員
に
辞
令
が
交
付

さ
れ
、
行
政
の
業
務
内
容
な
ど
に
つ

い
て
担
当
課
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住
民
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
１
年
間
活
動

さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
を
担
当
す
る
行
政
連
絡
員

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

各
地
区
の
行
政
連
絡
員
が
決
定

納
税
功
労
組
合
を
表
彰

　

平
成
30
年
度
納
税
功
労
組
合
表
彰

式
が
４
月
16
日
、
町
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
30
の
納
税
組
合
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
添
町
長
が
昨
年
末
の
納
期
限
内

に
完
納
し
た
10
組
合
に
「
優
秀
賞
」、

年
度
内
に
完
納
し
た
17
組
合
に
「
優

良
賞
」、
納
税
に
対
し
顕
著
な
功
労

の
あ
っ
た
３
組
合
に
「
努
力
賞
」
を

贈
り
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
は
次
の
と

お
り
で
す
。

じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 新燃却処理施設整備費 介護保険事業費 公債費 総務費他

3,990 円 954 円 1,799 円 49,245 円 730 円 941 円 1,059 円

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
は
、

49
億
３
３
２
４
万
７
千
円
で
、
対
前

年
度
の
当
初
予
算
に
お
け
る
伸
び
率

は
１
３
１
㌫
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
各
市
町
か

ら
の
負
担
金
、
鉄
・
ア
ル
ミ
の
不
用

品
売
払
収
入
等
及
び
使
用
料
（
じ
ん

か
い
処
理
場
使
用
料
等
）、
新
焼
却

処
理
施
設
整
備
事
業
費
に
係
る
国
庫

補
助
金
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
じ
ん
か
い

（
ご
み
）・
リ
サ
イ
ク
ル
・
し
尿
処
理

経
費
や
新
焼
却
処
理
施
設
整
備
に
伴

う
施
設
建
設
工
事
の
事
業
費
な
ど
の

衛
生
費
、
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る

公
債
費
、
介
護
保
険
の
認
定
審
査
業

務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
で
す
。

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

住民１人当たりに使われる金額 58,718 円
（平成 31 年 3 月末人口（84,016 人）で算定）

平
成
31
年
度
当
初
予
算
は

　

49
億
３
３
２
４
万
７
千
円

◎問い合わせ先
　北薩広域行政事務組合　☎（84）4815
　URL  http://hokusatukouiki.jp

　

予
算
の
執
行
は
、
適
正
か
つ
効
率

的
な
財
政
計
画
を
立
て
て
、
組
合
の

健
全
運
営
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 地

区

名

氏

名

地

区

名

氏

名

田

尻

上
窪
　
正
志

三

船

濵

村

　

渉

火

ノ

浦

野
澤
　
逸
雄

薄

井

山

下

　

忍

山

門

野

千
葉
　
久
嗣

白

瀬

礒
永
　
満
士

加

世

堂

加
世
堂
照
男

本

浦

久
保
　
章
博

川

床

下

竹
口
　
　
進

葛

輪

早
﨑
　
真
州
男

川

床

中

児
玉
　
任
光

片

側

岩
下
　
千
春

川

床

上

児
玉
　
浩
一

御
所
ノ
浦

須
嵜
　
政
次

小

坂

吉
鶴
　
　
伸

湯

ノ

口

湯

元

　

刷

杉

ノ

段

坂
元
　
耕
作

幣

串

池
田
　
卓
男

梅
ノ
木
山

大
田
　
和
成

平
尾
中
南

松

岡

　

満

牧

𠮷
鶴
　
清
次

母

良

木

山
﨑
　
友
喜

市

来

崎

崎
迫
　
正
一

藤

之

元

白
濵
　
輝
記

脇

崎

山
頭
　
知
治

萩
之
牟
礼

井
手
　
道
夫

塩

追

中
村
　
幸
二

茅

屋

濵

﨑

　

忠

赤

崎

小
嵜
　
幸
太
郎

北

方

崎

瀬
﨑
　
博
光

山

寺

山
口
　
賢
二

浜

漉

江
口
　
五
夫

上

揚

髙
田
　
照
明

犬

鹿

倉

大
迫
　
政
喜

野

中

池
田
　
良
廣

蔵

之

元

前
田
　
益
久

菅

牟

田

上
口
　
茂
則

小

浜

松
元
　
愼
吾

山

中

福
山
　
眞
人

指

江

﨑
野
　
豊
文

本

町

田
渕
　
道
法

川

内

大
川
　
一
成

西

山
内
　
達
也

城

川

内

大
堂
　
充
博

矢

堂

宮
路
　
義
輝

唐

隈

小
城
　
賢
治

宮

ノ

浦

平
野
　
利
夫

広

野

松
原
　
義
彦

伊

唐

竹
山
　
司
郎

潟

尾

﨑

　

誠

浦

底

川
嵜
　
久
治

汐

見

濵
田
　
健
二

福

ノ

浦

宮
脇
　
伸
也

馬

込

湯
田
　
保
弘

桂

代

川

田

　

誠

衛生費
　47 億 390 万２千円
 うち新焼却処理施設整備分
　          41億 3,737 万５千円

歳　　出
49億 3,324 万７千円

公債費
7,903 万 2 千円

民生費
6,134 万２千円

総務費
8,696 万円 議会費

　151 万１千円
予備費
　50 万円

歳　　入
49億 3,324 万７千円

分担金および負担金
　37 億 4,925 万２千円
○内訳　阿久根市　　　　９億 888 万７千円
　　　　出水市　　　　22 億 9,468 万２千円
　　　　長島町　　　　４億 8,782 万４千円
　　　　地方交付税　　　　5,785 万９千円

国庫補助金
　11 億 2,819 万９千円

使用料および手数料
　3,701 万 7 千円

諸収入
　1,877 万９千円
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↑廃プラスチック類の回収風景

↑２月に更新された訪問入浴車

在宅入浴を介助します
　町では、訪問入浴車を更新しました。
訪問入浴サービスは、在宅で入浴が困難なかたや障が
いがあるかたの自宅に浴槽を積んだ車両で訪問し、入
浴を介助するものです。移動式浴槽なので、部屋の中
で入浴が可能です。
　当サービスを希望するかたは、問い合わせください。
◎問い合わせ先
　役場福祉事務所老人福祉係　☎（86）1146［直通］

児
童
手
当
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
か
た
は
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
け
は
、
受
給
者
に
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
６
月
１

日
現
在
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手

当
（
令
和
元
年
10
月
支
給
分
か
ら
）
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
期
日
ま
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
現
況
届
の
送
付
＝
６
月
上
旬

○
受
付
期
間
＝
６
月
３
日
（
月
）
～
６
月
21
日
（
金
）

○
提
出
先
＝
役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
、総
合
管
理
課（
指

江
庁
舎
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
現
況
届

　

②
児
童
手
当
に
係
る
学
校
給
食
費
等
の
徴
収
等
に
関
す
る
申
出
書

　

③
印
鑑

　

④
受
給
者
（
通
知
の
宛
名
の
か
た
）
の
健
康
保
険
証
ま
た
は
年

金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金
以
外
の
か
た
）

○
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

①
平
成
31
年
１
月
１
日
時
点
で
長
島
町
に
住
所
が
な
か
っ
た
か
た

　
　

▽
前
年
分
の
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
平
成
31
年
時
点
で

　
　

住
所
の
あ
っ
た
市
区
町
村
で
発
行
）

　

②
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
か
た
（
住
民
票
が
別
住
所
と
な
っ

　

て
い
る
か
た
）

　
　

▽
別
居
し
て
い
る
児
童
の
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員
の
も
の
）

　

③
振
込
口
座
の
変
更
を
希
望
す
る
か
た

　
　

▽
受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係　

☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習
学
級

を
21
教
室
開
設
し
、
延
べ
３
６
０
人
の
か

た
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
の
た

め
に
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
開
設
学
級
（
内
容
）

・
手
芸
教
室
（
手
芸
）

・
コ
ー
ル　

う
ず
し
お
（
コ
ー
ラ
ス
）

・
ひ
ま
わ
り
会　

民
謡
教
室
（
民
謡
）

・
長
島
史
談
会
（
郷
土
史
）

・
母
良
木
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
（
奉
仕
活
動
）

・
ち
ぎ
り
絵
教
室
（
ち
ぎ
り
絵
）

・
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
た
か
の
す（
健
康
体
操
）

・
東
陶
芸
ク
ラ
ブ
（
陶
芸
）

・
明
神
俳
句
会
（
俳
句
）

・
太
極
拳
長
島
教
室
（
健
康
体
操
）

・
酔
い
ど
れ
芸
能
一
座
（
芸
能
）

・
長
島
町
囲
碁
同
好
会
（
囲
碁
）

・
な
が
し
ま
ひ
ょ
っ
と
こ
会
（
踊
り
）

・
獅
子
島
親
子
読
書
会
（
読
書
会
）

・
川
床
合
唱
団
（
合
唱
）

・
獅
子
島
七
郎
太
鼓
（
太
鼓
）

・
汐
見
樽
太
鼓
（
太
鼓
）

・
フ
ル
ー
ル
倶
楽
部（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
）

・
リ
ル
リ
ル
ク
ラ
ブ
（
健
康
運
動
）

・
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
（
色
彩
ア
レ
ン
ジ
）

・
親
子
サ
ー
ク
ル　

ひ
よ
こ
（
親
子
体
操
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

生
涯
学
習
学
級
で

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
と
は
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
か
た
や
そ
の
家

族
の
か
た
な
ど
の
状
態
に
応
じ
て
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
認
知
症
に
関
す
る
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
見
え

る
化
し
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
多
く
の
町
民
の
か
た
に
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ケ
ア
パ
ス
を
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

窓
口
に
設
置
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
住
民
講
座
の
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
ご
存
知
で
す
か

農業用廃プラスチック類を回収します

▽農薬使用済み袋
農業用ポリ容器は、水で洗浄しラベル
をはがしてください。
※ラベルをはがしていないポリ容器
は、回収しません。
※農薬の廃袋は、水で洗浄してくだ
さい。

◇回収費
①農業用ビニール　40 円 /kg　　
②農業用ポリフィルム（ポリ容器含む）

40 円 /kg

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　☎（88）5670［直通］

　使用済みの農業用プラスチック類などは産
業廃棄物です。これらの処理については「使
用した農家自らの責任で正しく処理しなけれ
ばならない」と定められています。
　農業用廃プラスチック類の回収を次のとお
り実施します。回収方法にしたがって、最寄
りの回収場所に持ち込んでください。

［回収品目］農業用ポリフィルム・ビニール・
肥料袋（ビニール製のもの）・農薬使用済み
袋　（ポリ容器含む）

回収日 時間 回収場所
6 月 11 日

（火）
10:00 ～

12:00
獅子島アイランドセンター

６月 12 日
（水）

8:00 ～
10:00

伊唐大橋前駐車場（伊唐側）
（計量は伊唐港）

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場

６月 13 日
（木）

8:00 ～
10:00

平尾サメシマフーズ駐車場

小浜港野積場

６月 14 日
（金）

8:00 ～
10:00

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

田尻公民館

□農ポリ・ビニールの梱包
①約１㍍間隔に杭などを打ち、ビニー
　ルを巻きつける。
②３カ所を結束し、１梱包 10kg 程度
　とする。
※同じフィルムで縛り、土や砂、
　その他異物を取り除く。

▽肥料袋の梱包
①同じ種類の袋を２つ折りにして重ね合わせる。
②肥料袋で作ったひもで十文字に結束する。
※肥料袋で作ったひも以外で結束された場合は、
　回収しません。（持ち帰りとなります。）

↑梱包の良い例（写真左）と悪い例（同右）

※廃プラスチック類を搬入する際は、「産業廃棄物積載車」と表示することが義務付けられています。
　車両の両側面にマグネットシートを貼ってください。
※伊唐地区は伊唐港で計量し、伊唐島側大橋手前駐車場で回収を行います。

◇注意事項
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↑法定検査の様子

　地区設定をすることで、収集日
カレンダーが利用できます。
　通知設定では、ごみ出し日をア
ラームで通知するか選択できま
す。ごみ出し日当日と前日の通知
時刻の選択も可能です。

↑
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
の
表
示
画
面

↑都道府県から自宅住所を選択

地区設定

↑ごみ出し日の通知時間を選択

通知設定

地 区 担 当 検 針・ 徴 収 地 区 名 な ど 氏 名 出 身 地 区

第 1 区
田尻・火ノ浦・川床下・川床中・川床上
川床上住宅・小坂・牧・市来崎・脇崎・塩追

瀨 戸 　 繁 盛 田 尻

第 2 区 山門野・加世堂・梅ノ木山 玉置　ヨシヱ 山 門 野

第 3 区
赤崎・山寺・山寺団地・山中・旧山中団地
本町・西・矢堂・官公署

山 角 　 耕 三 本 町

第 4 区 野中・菅牟田・上揚・宮ノ浦 清 　 弘 子 宮 ノ 浦

第 5 区 浦底・浦底岳・福ノ浦・桂代・三船 小 田 　 節 子 浦 底

第 6 区 伊唐・薄井・白瀬・本浦・葛輪 冷 水 　 澄 夫 伊 唐

第 7 区
片側・黒崎 ･ 御所ノ浦・平河内・湯ノ口
幣串・柏栗・立石

横 山 　 光 好 湯 ノ 口

第 8 区 平尾中南・母良木・藤之元・萩之牟礼 松 尾 　 安 平 尾 中 南

第 9 区
口之福浦・茅屋・北方崎・浜漉
犬鹿倉・杉ノ段

大迫　由紀子 犬 鹿 倉

第10区 蔵之元・小浜 山中　美代子 小 浜

第11区 指江・城川内 山 中 　 秀 紀 小 浜

第12区 川内・唐隈・広野・潟・汐見・馬込 小 川 　 幸 治 犬 鹿 倉

平成 31年度検針員を紹介します
　下記検針員が１カ月に１回、水道を使用する皆さんの自宅や事務
所を訪問し、水道メーターの検針を行っています。
　皆さんのご協力とご理解をお願いします。

◎問い合わせ先
　役場水道課水道係
　☎（88）5664［直通］

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査 4,000 円 6,000 円

◎問い合わせ先
　（公財）鹿児島県環境保全協会　　☎ 099（296）9000
　県生活排水対策室　　　　　　　☎ 099（286）3685
　川薩保健所衛生・環境課　　　　☎ 0996（23）3167
　役場水道課下水道係　　　　　　☎（88）5664［直通］

　

浄
化
槽
法
定
検
査
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
検
査
で
す
。
浄
化
槽
を
持
つ

か
た
は
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

   

こ
の
検
査
は
浄
化
槽
の
保
守
点
検
お
よ
び
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
適
正
に
使
用
さ
れ
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か

を
検
査
し
、
不
適
事
項
が
あ
れ
ば
、
行
政
お
よ
び
関
係
者
が
状
況
を
把
握
す

る
と
と
も
に
早
期
に
そ
れ
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
も
の
で
す
。

　

知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る
（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

の
検
査
員
が
事
前
に
は
が
き
で
通
知
し
た
検
査
日
に
各
戸
を
訪
問
し
て
、
現

場
で
の
検
査
と
浄
化
槽
の
放
流
水
を
採
水
し
、
持
ち
帰
っ
て
の
水
質
検
査
を

行
い
ま
す
（
地
元
の
保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点
検
と
は
別
の
も
の
で

す
）。

  

検
査
対
象
と
な
っ
た
浄
化
槽(

設
置
年
度
ご
と
に
対
象
と
し
て
い
ま
す)

に
つ
い
て
は
事
前
に
指
定
検
査
機
関
か
ら
日
程
通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず

受
検
し
ま
し
ょ
う
。

スマホで確認、ごみ出し日

「さんあ～る」配信開始
　スマートフォンアプリ「さんあ～る」はごみの分別方法を手軽に
検索できたり、ごみの収集日をお知らせしたりするなど便利なアプ
リです。ぜひ、アプリをインストールしてご利用ください。

◎問い合わせ先
　役場介護環境課環境衛生係
　☎（86）1153［直通］

さんあ～るは、以下の機能を利用できます。

▼ごみ分別検索
ごみの品目名から分別方法を検索できます。

▼ごみ分別ガイド
ごみの詳しい分け方や出し方を確認できま
す。

▼収集日カレンダー
・自宅の地域を設定し、収集日をカレンダー
形式で確認できます。

・アラームで収集日を通知します。

さんあ～るの利用方法

　iPhone または Android のストアから「さんあーる」
で検索し、ダウンロードしてください。
　右の QR コードでもダウンロードできます。
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長島町で働ける求人情報！
・平成３１年４月１日～４月２６日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。

・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に
ついてはハローワーク出水にお尋ねください。
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↑出場した下塩見さん

↑上映後にあいさつした川添町長（写
真左）と長元実行委員長

２
日

５
日
～
６
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

28
日

辞
令
交
付
式

全
体
朝
礼

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

農
業
委
員
辞
令
交
付
式
・
総
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

行
政
改
革
大
綱
答
申　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

地
方
創
生
映
画
試
写
会　
　
　
　
（
東
京
都
）

小
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
（
川
床
小
学
校
）

中
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
（
長
島
中
学
校
）

Ｆ
Ｍ
か
ご
し
ま
ラ
ジ
オ
収
録　
（
鹿
児
島
市
）

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
東
事
業
所
管
内
繁
殖
雌

牛
１
０
０
０
頭
達
成
記
念
祝
賀
会　
（
鷹
巣
）

長
島
町
青
年
団
設
立
総
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
監
査　
（
役
場
）

転
入
学
校
職
員
宣
誓
式　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

自
衛
隊
家
族
会
総
会　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

指
江
地
区
コ
ン
ビ
ニ
地
鎮
祭　
　
　
（
指
江
）

長
島
町
消
防
団
入
退
団
式

（
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
納
税
表
彰
式
・
行
政
連
絡
委
員
会
議

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会

（
鹿
児
島
市
）

花
フ
ェ
ス
タ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

平
成
31
年
度
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

石
積
み
品
評
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
）

大
陸
ホ
テ
ル
景
観
整
備
安
全
協
議
会

（
太
陽
の
里
）

山
門
野
集
落
合
併
記
念
式
典
・
祝
賀
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
収
録

（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
・
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
社
会
基
盤
整
備
促
進
協
議
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

転
入
教
職
員
管
理
職
の
歓
迎
会（
太
陽
の
里
）

平
成
31
年
度
出
水
保
護
区
保
護
司
会
総
会

（
出
水
市
）

平
成
31
年
度
県
政
説
明
会

農
地
海
岸
保
全
協
会
監
査　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
体
育
協
会
評
議
員
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

獅
子
島
招
魂
祭　
　
　
　
　
　
　
（
獅
子
島
）

第
８
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り

（
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
周
辺
）

４月

　火を使わないので安全。料理
がおっくうになってきたシニア
のかたにおすすめの調理法で
す。

　通常の図書よりも大きな活字
の本です。

「本の字は小さくて読みにくい」
というかたにおすすめです。

佐
藤　

愛
子　

著

「
冥
途
の
お
客
」

監
修
　
村
上
　
祥
子

「
シ
ニ
ア
ひ
と
り
分
の

マ
グ
カ
ッ
プ
ご
は
ん
」

地
の
な
か
に
息
づ
き
い
ま
は
喊か

ん
せ
い声

と
な
り
つ
つ
萌
ゆ
る
筍

群
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

桜
ば
な
ひ
と
日
窓
辺
に
す
が
り
見
る
小
鳥
飛
び
交
ひ
散
ら

す
花
び
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

燕
ら
の
鳴
き
交
ふ
せ
は
し
さ
治
ま
り
ぬ
巣
作
り
終
へ
し
隣

家
の
車
庫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

霞
み
た
つ
海
上
パ
レ
ー
ド
の
船
灯
り
黄
金
の
色
に
黒
之
瀬

戸
照
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

有
難
し
腰
い
た
み
つ
つ
水
溶
の
除
草
剤
背
負
ふ
夫
を
見
送

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

新
た
な
る
元
号
迎
へ
る
平
成
の
残
り
日
い
く
つ
感
謝
し
過

ご
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

花
海
棠
の
小
枝
選
び
て
命
日
の
元
祖
な
る
義
父
の
仏
前
に

活
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
に
誘
は
れ
て
庭
に
出
づ
月
白
じ
ろ
と
花

び
ら
の
散
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

犬
槇
の
庭
木
に
綱
張
り
干
さ
れ
た
る
大
根
乾
く
春
日
に
照

り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

三
月
や
元
号
発
表
真
近
な
り　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

生
涯
を
鶴
引
く
島
の
土
に
生
き　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

転
職
を
迷
ひ
し
日
々
や
鳥
帰
る　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

舟
底
を
叩
く
波
音
花
曇
り　
　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

皇
后
の
手
に
被
災
地
の
黄
水
仙　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

し
お
り
差
す
本
眠
ら
す
る
春
炬
燵　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

老
い
そ
め
て
心
豊
か
な
花
見
会　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

卒
業
や
兄
と
最
後
の
登
校
日　
　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

母
眠
る
仕
舞
そ
び
れ
し
春
炬
燵　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

雛
か
ざ
る
母
に
童
の
笑
顔
か
な　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

［
短
歌
］

我
が
叔
母
は
九
十
過
ぎ
て
も
現
役
ぞ
農
で
鍛
え
し
細
身
は

ハ
ガ
ネ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

嬉
し
や
な
キ
ラ
キ
ラ
名
前
数
あ
れ
ど
そ
の
子
の
名
前
愛
と

呼
ぶ
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

芝
桜
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
車
椅
子
お
し
て
ゆ
く
手
が
力
ゆ

る
み
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

水
ぬ
る
み
落
ち
葉
よ
り
現
れ
し
外
飼
い
メ
ダ
カ
余
寒
に
惑

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

春
日
和
昼
寝
す
る
の
に
良
い
事
よ
気
持
ち
良
い
か
な
す
っ
き

り
す
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

春
の
我
に
天
が
与
え
し
生
き
る
力　
　
　
　

宗
方　

清
明

見
え
隠
れ
草
に
遊
び
て
い
る
蝶
を
人
の
浮
沈
に
重
ね
て
見

お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

人
よ
り
も
耐
え
て
凌
ぐ
と
言
う
事
の
少
な
か
り
し
よ
今
に

思
え
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

一
人
し
て
物
を
探
し
て
日
が
暮
れ
て
逃
し
し
時
を
惜
し
む

で
も
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

同
い
年
の
市
原
悦
子
が
死
に
た
る
を
夜
の
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
に
泣
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

リ
ハ
ビ
リ
と
思
い
て
動
け
と
医
者
言
う
に
す
ぐ
に
ベ
ッ
ド

に
倒
れ
込
む
日
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

雨
の
降
る
村
の
小
道
を
豆
豆
腐
が
淋
し
き
笛
を
鳴
ら
し
て

ゆ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

焼
酎
を
や
め
よ
と
言
え
ど
焼
酎
が
あ
る
の
で
働
く
日
日
に

し
て
や
め
る
事
な
ど
不
可
能
で
あ
る
　
　
　
山
下
　
　
学

黒
板
に
謝
辞
の
寄
せ
書
き
卒
業
す　
　
　
　

迫
口　

君
代

雛
祭
り
孫
に
飾
れ
る
日
を
夢
見　
　
　
　
　

肥
後　

広
行

歳
重
ね
桜
に
酔
え
る
も
あ
と
幾
度　
　
　
　

関　

喜
久
雄

本町出身選手が全国大会で活躍

競　　技 大　　　　　会 チ　ー　ム　・　選　　手
野　　球 第 49 回日本少年野球春季全国大会

　・日程：３月 26 日から 30 日
　・場所：埼玉県営大宮公園野球場ほか（埼玉県）

◆出水ボーイズ
【小学部】

小山　愛翔（伊唐）　七條　晴仁（伊唐）
【中学部】

瀬嵜　歩夢（本浦）　濵島　航生（薄井）　
川添　堅斗（山中）　濵島　琉生（薄井）　

バレーボール 第 24 回全国私立高等学校男女バレーボール選手権大会
　・日程：３月 27 日から 29 日
　・場所：町田市立総合体育館ほか（東京都）

◆鹿児島城西高校女子バレー部
向江　莉子（唐隈）　鳥越　　楓（蔵之元）

卓　　球 第 46 回全国高等学校選抜卓球大会
　・日程：３月 25 日から 28 日
　・場所：北九州市立総合体育館（福岡県）

◆川内高校卓球部
下塩見理紗（小浜）

　今春開催されたスポーツ競技の全国大会で、本町出身の選
手らが県を代表して出場しました。
　全国高等学校選抜卓球大会に出場した下塩見理紗さんは

「全国の舞台で貴重な経験ができた。今後も努力を怠らず、
頑張りたい」と気を引き締めました。
　出場選手は次のとおりです。
◎問い合わせ先
　町教育委員会社会教育課　☎（88）6500［直通］

　

本
町
が
舞
台
の
映
画
「
夕
陽
の
あ
と
」
が
３
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
、
東
京
都
品
川
区
の
東
京
映
像
セ
ン
タ

ー
で
出
演
俳
優
や
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
試
写
会

が
開
催
さ
れ
、
主
演
の
松
原
豊
和
君
（
湯
ノ
口
）
を

は
じ
め
、
貫
地
谷
し
ほ
り
さ
ん
や
町
関
係
者
な
ど
約

50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

上
映
後
、
川
添
町
長
は
「
長
島
の
海
や
山
、
町
民

な
ど
全
て
の
環
境
が
母
親
の
よ
う
な
温
か
い
存
在
」

と
出
席
者
に
向
け
て
本
町
を
Ｐ
Ｒ
し
、
長
元
信
男
長

島
大
陸
映
画
実
行
委
員
長
は
「
皆
さ
ん
の
協
力
で
素

晴
ら
し
い
作
品
を
制
作
で
き
た
。
多
く
の
か
た
に
見

て
い
た
だ
く
こ
と
が
楽
し
み
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
本
作
品
は
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に

か
け
て
、
全
国
の
劇
場
で
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
地
方
創
生
課
地
方
創
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
０
１
［
直
通
］

「
夕
陽
の
あ
と
」
完
成
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行
政
相
談
所
を
開
設

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情
や
要

望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談

委
員
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談

者
へ
助
言
し
た
り
関
係
機
関
へ
の

橋
渡
し
を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

○
鷹
巣
会
場

　

・
日
時　

６
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　

・
場
所
＝
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

・
行
政
相
談
員

　
　

下
平
隆
康
氏　
（
矢
堂
）

　
　

大
平
洋
光
氏　
（
指
江
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
行
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

平
成
31
年
工
業
統
計
を
実
施

　

平
成
31
年
工
業
統
計
調
査
は
、

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
、
６
月
１
日
時

点
で
実
施
し
ま
す
。

    

調
査
票
は
5
月
末
日
ま
で

に
調
査
員
が
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
6
月
1
日
以
降
に
提
出 

し
て
く
だ
さ
い
。

　

調
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

回
答
で
き
ま
す
。
詳
し
い
利
用
方

法
は
調
査
票
と
一
緒
に
配
布
さ
れ

る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
ロ
グ
イ
ン

情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地

域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査

の
趣
旨
・
必
要
性
を
理
解
い
た
だ

き
、
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

ご
み
の
出
し
方
に
ご
協
力
を

　

ご
み
出
し
に
つ
い
て
は
、
平
成

31
年
度
長
島
町
一
般
廃
棄
物
処
理

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
適
正
に
収

集
し
、
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
・
事
業
ご
み
の
一
般

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
家
庭
ご
み

　

・
可
燃
ご
み

　

各
集
落
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

に
出
す
か
、
北
薩
広
域
行
政
事

　

務
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

　

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

・
資
源
ご
み
・
不
燃
ご
み

　

各
集
落
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

に
出
す
か
、
北
薩
行
政
事
務
組

　

合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
エ

　

コ
リ
ア
北
薩
）
へ
直
接
持
ち
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

○
事
業
ご
み

　

・
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
環

　

境
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
む

　

か
、
町
よ
り
許
可
さ
れ
た
収
集

　

業
者
へ
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
環
境

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
（
75
）
０
７
３
９

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
リ
サ

　

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
エ
コ
リ
ア
北
薩
）

　

☎
（
84
）
４
１
１
１

自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
自
動
車
検
査
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者

(

使
用
者)

に
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
で
す
。

　

納
付
期
限
は
5
月
31
日
（
金
）

で
す
。

○
納
税
方
法

　

金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ペ
イ
ジ
ー
納
付
の

ほ
か
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ヤ
フ
ー
公
金

支
払
い
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納

付
が
で
き
ま
す
。
今
年
度
か
ら
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
納
付
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
期

間
は
5
月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

労
働
保
険
年
度
の
更
新
手
続
き

　

６
月
３
日
（
月
）
か
ら
７
月
10

日
（
水
）
ま
で
は
、労
働
保
険
の
「
年

度
更
新
」
の
申
告
・
納
付
期
間
で
す
。

　

鹿
児
島
労
働
局
よ
り
送
付
さ
れ

ま
す
申
告
書
お
よ
び
納
付
書
に
よ

り
、
期
間
中
の
申
告
・
納
付
を
行

う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
子
政
府
の
窓
口（
ｅ-

Ｇ
ｏ
ｖ
）

か
ら
も
電
子
申
請
に
よ
る
年
度
更

新
申
告
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６

国
際
線
の
便
利
な
助
成
制
度

　

県
で
は
、
鹿
児
島
空
港
の
国
際

定
期
路
線
な
ど
（
ソ
ウ
ル
線
、
上

海
線
、
台
北
線
、
香
港
線
）
を
利

用
す
る
際
の
渡
航
費
用
の
一
部
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

　

鹿
児
島
空
港
の
国
際
定
期
路
線

を
利
用
す
る
事
業
者
ま
た
は
6
人

以
上
の
団
体

○
対
象
と
な
る
利
用

　

・
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー

　

渡
航
先
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会

　

ま
た
は
商
談
会
な
ど
へ
の
参　

　

加
、
個
別
企
業
と
の
商
談
な
ど

　

・
団
体
ツ
ア
ー

　

渡
航
先
で
の
研
修
・
視
察
ま
た

　

は
現
地
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
と

　

の
交
流

※
助
成
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（「
鹿
児
島
県
ツ
ア
ー
助
成
」

で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
交
通
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
５
７

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
に
合
格
し
採
用
さ
れ
ま
す

と
、
全
員
が
税
務
大
学
校
に
入
校

し
、
１
年
間
、
税
務
職
員
と
し
て

必
要
な
専
門
知
識
を
修
得
す
る
た

め
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
研
修
後
、
税
務
署
に
配
属

さ
れ
、
国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
受
験
資
格

　

①
平
成
31
年
４
月
１
日
に
お
い

　

て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

　

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

　

ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

　

い
な
い
人
、
お
よ
び
令
和
２
年

　

３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は

　

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

　

込
み
の
人

　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
人

○
試
験
の
程
度
＝
高
校
卒
業
程
度

○
第
１
次
試
験
＝
９
月
１
日（
日
）

○
申
し
込
み
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、「
採
用

情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
で
検
索
し
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
間

　

６
月
17
日
（
月
）
午
前
９
時
か

ら
26
日
（
水
）
ま
で
（
受
信
有
効
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

職
業
訓
練
指
導
員
講
習　

　

職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）

講
習
は
、
職
業
訓
練
指
導
員
と
し

て
必
要
な
能
力
を
付
与
す
る
た

め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る

講
習
実
施
要
領
に
よ
り
実
施
す
る

も
の
で
す
。

○
期
日

　

７
月
23
日
（
火
）、24
日
（
水
）、

　

30
日
（
火
）、
31
日
（
水
）

　

８
月
８
日
（
木
）、
９
日
（
金
）

　

の
計
６
日
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

○
場
所

　

鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン

タ
ー
（
よ
か
セ
ン
タ
ー
）

○
受
験
資
格

　

①
技
能
検
定
１
級
・
単
一
等
級

　

の
合
格
者

　

②
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で

　

４
年
～
10
年
の
実
務
経
験
者

　

③
免
許
職
種
に
関
す
る
学
科
を

　

修
め
た
人
で
、
大
卒
者
２
年
、

　

短
大
・
高
専
卒
者
４
年
、
高
卒

　

者
７
年
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

○
受
付
期
間

　

５
月
20
日
（
月
）
～
31
日
（
金
）

　
（
必
着
）

○
定
員

　

30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

○
受
講
料　

　

１
万
５
６
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
３
２
４
０

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集　

　

か
ら
い
も
交
流
事
務
局
で
は
、

香
港
、
マ
カ
オ
、
台
湾
、
韓
国
の

大
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る

大
学
生
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
受
け
入
れ
る
か
た
を
募
集
し

ま
す
。

○
受
け
入
れ
期
間

　

７
月
７
日
（
日
）
～
21
日
（
日
）

○
申
込
締
切
＝
５
月
20
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流
事
務
局

　

☎
０
９
９
５
（
64
）
７
７
５
１
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↑ 30 食限定で提供されたブ
リとタイの漬け丼

↑
旬
の
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
並
ん
だ
農

産
物
コ
ー
ナ
ー

↑
鰤
王
の
美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
片
下

料
理
長
（
写
真
左
）

↑
期
間
中
は
町
内
各
地

に
ポ
ニ
ー
号
が
出
現

↑宣誓する福永養護教諭

平成 31年度転入学校職員宣誓式

どもの教育に情熱注いで子
　町内の小中学校に転入してきた教職員を対象
に、平成 31 年度転入学校職員宣誓式が、４月 12
日に指江庁舎大ホールで行われました。
　今年度新たに転入してきた教職員は小中学校や
教育委員会に 47 人。式で大浦慶子教育長が「心
豊かでたくましい子どもたちの育成に情熱を注い
でほしい」とあいさつしました。転入者を代表し
て、平尾中学校の福永里穂養護教諭が「教育公務
員の職務と責任を自覚し、誠実かつ公正に職務を
執行します」と力強く宣誓しました。↑校長先生の話を聞く新入生の２人

町内の小中学校で入学式

んなと仲良く、頑張ろうみ
　町内の小学校７校と中学校５校で４月８日、入
学式が行われました。今年度の新１年生は小学校
93 人、中学校 69 人の計 162 人です。
　伊唐小学校（山口陽校長・16 人）では保護者
や地域の住民が見守る中、鴨川航

こうよう

陽君と堤田悠
ゆ う が

雅
君の２人が入学しました。式辞で山口校長が「学
校はとても楽しいところです。みんなと仲良く
なって、運動や勉強を頑張ってください」と述べ
ました。
　新入生の２人は上級生と手をつなぎ、元気よく

「一年生になったら」を歌って、学校生活のスター
トを切りました。

長島町ふるさとウィーク

多
　MBC 南日本放送（中野寿康代表取締役社長）
による「長島町ふるさとウィーク」が４月 22 日
から 28 日の期間で展開され、同局のテレビやラ
ジオの番組に多くの町民が出演しました。
　この企画は自治体と MBC が連携し、地域の情
報を広く取り上げ、県下に発信することで地域全
体を盛り上げることが目的です。
　23 日のラジオ番組「モーニングスマイル」では、
長島大陸市場食堂の片下大輔料理長が「鰤王定食」
を中心に PR しました。
　「花フェスタ」などのイベント来場者からは「ふ
るさとウィークを見て、長島に行きたくなった」
などの声があり、大きな PR 効果がありました。

くの町民が長島を PR
JA鹿児島いずみが首都圏でフェア

の特産品を売り込む春
　JA 鹿児島いずみ農協（上宗光代表理事組合長）
が４月 23 日から 27 日にかけて東京都渋谷区の
JA 東京アグリパークでフェアを開催しました。
　同フェアには、本町からも生産者らが参加し、
試食宣伝などを実施。東町漁協も出店し、本町の
農水産物を売り込みました。
　売り場には赤土バレイショやデコポンなど旬の食
材が並び、ブリとタイの漬け丼が振る舞われた飲食
スペースも設置され、大にぎわいとなりました。
　埼玉県所沢市から参加した板垣美千代さんは

「春を感じさせる食材が多くて感動」と満足そう
に話しました。

↑せっせとヒジキを収穫する住民ら

葛輪公民館がヒジキ採り

漁に笑顔豊
　５月２日、葛輪自治公民館（早﨑真州男館長）
で恒例のヒジキ採りが行われました。
　干潮の時間帯に合わせ、住民ら約 40 人が港に
集まり、それぞれ船に乗り込み出港。鎌を片手に、
腰まで海に浸かりながら、ヒジキを刈り取りまし
た。　
　植元ヨツエさんは「昨年よりも伸びが良くて、
きれいなヒジキ」と額に汗を流しながら喜んでい
ました。

↑観客席の熱気も高まった奉納相撲

獅子島招魂祭・獅子島つつじ祭り

没者をしのび平和を祈る戦
　４月 28 日、色鮮やかなツツジが咲き誇る中、
獅子島招魂祭と獅子島つつじ祭りが七郎山山頂で
行われました。
　慰霊碑の前で行われた慰霊祭では、遺族や各種
団体の関係者らが玉串を捧げ、戦没者をしのびま
した。
　広場に会場を移した後は、つつじ祭りが開催され、
児童らによる奉納相撲や芸能ショー、獅子島七郎太
鼓などが披露され、大いに盛り上がりました。
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↑
地
元
の
特
産
品
が
並
べ
ら
れ
た
出
店
の

様
子

10,413 (- 2 3)
  5,047 (- 2 0)

5,366 (- ３)
  4,501 (+18)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 31年４月 26日現在
(　) 内は前月比

▽
令
和
の
幕
開
け
で
日
本
中
に
祝

賀
の
ム
ー
ド
が
漂
う
中
、
改
め
て

元
号
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
新
元
号
の
発
表
前
に
は
、

連
日
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
予
想
が
報
じ
ら
れ
、
私
も
注

目
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
最
古
の

詩
集
「
万
葉
集
」
の
「
梅
花
の
歌
」

が
基
と
な
っ
た
こ
の
元
号
に
は
桜

の
開
花
と
春
の
訪
れ
の
意
味
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
ら
し
い
趣

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
一
方
で
若
い

世
代
に
期
待
を
込
め
た
「
革
新
」

の
含
み
も
あ
り
、
明
る
い
時
代
の

到
来
を
予
感
さ
せ
ま
す
。
ゆ
か
り

の
地
の
長
島
も
希
望
あ
ふ
れ
る
町

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
▽
初

の
10
連
休
と
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
は
、
連
日
町
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
令

和
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。
長
島
に

と
っ
て
、
華
や
か
な
幕
開
け
を
飾

れ
た
の
で
、
良
い
時
代
が
期
待
で

き
そ
う
で
す
。　
　
　
（
田
上
徹
）

※
今
月
号
の
「
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
」、「
う

ぶ
声
」、「
お
く
や
み
」
の
欄
は
４

月
26
日
現
在
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

花
フ
ェ
ス
タ
の
イ
ベ
ン
ト
「
花
カ

フ
ェ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
３
月
24
日
、
花

カ
フ
ェ
長
島
で
開
催
さ
れ
、
牧
自
治
公

民
館
（
𠮷
鶴
清
次
館
長
）
が
出
店
し
ま

し
た
。

　

同
公
民
館
は
毎
年
、出
店
し
て
お
り
、

シ
イ
タ
ケ
の
原
木
や
タ
ケ
ノ
コ
、ツ
ワ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
ガ
ネ
揚
げ
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

大
人
気
だ
っ
た
食
品
メ
ニ
ュ
ー
は
婦

人
部
が
当
日
の
早
朝
か
ら
調
理
し
、
準

備
し
た
も
の
で
、
予
定
時
間
よ
り
も
早

く
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

　

出
店
し
た
地
元
住
民
ら
は
、
地
元
の

特
産
品
を
町
内
外
の
か
た
に
Ｐ
Ｒ
で
き

た
こ
と
で
充
実
感
に
満
ち
た
様
子
で
し

た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

地
元
の
結
束
力
を
発
揮

牧
公
民
館
が
特
産
品
を
販
売

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆

　

広
報
「
長
島
」
４
月
号
13
ペ
ー

ジ
の
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
日

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
６
月
３
日

（
正
）
６
月
10
日

　

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１９６
７ ８２ ５ ６

１４ １５９ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １８ １９ ２０

２３

１１

４

１５/26

２５ ２６ ２７ ２８ ２９

５/27 ５/28 ５/29 ５/30 ５/31

３

１０

２４

３０ ７/1 ７/2 ７/6７/5７/4７/3

○平尾診療所 88-2595
○山田クリニック 72-0420
○林泌尿器科クリニック 64-8800
○さくら通りクリニック 62-2311
○きずな歯科 68-8133
□よつば薬局 79-4331
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○北国医院 72-0016
○整形外科ばばぐちクリニック 64-8260
○福元医院 67-3200
○久木田歯科医院 73-0470
□長島調剤薬局 64-5555
□上野薬局 72-1016
□フタヤ薬局 67-5253
□ハート薬局 79-3877
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松 64-1500

 

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

□農業用廃プラスチック類回収
（JA 東馬鈴薯選果場
・伊唐大橋前駐車場）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

□農業用廃プラスチック類回収
（平尾サメシマフーズ駐車場
・小浜港野積場）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

□農業用廃プラスチック類回収
（JA 長島馬鈴薯選果場
・田尻公民館）

○長島クリニック 88-6405
○脇本病院 75-2121
○阿久根眼科 72-0040
○わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313
○荘記念病院 82-3113
○よしだ歯科クリニック 79-3443
□しおかぜ薬局 88-6011
□高松薬局 73-4002
□オレンジ薬局 79-3972
□しもずる薬局 64-2211
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○林胃腸科外科 73-3639
○しもぞのクリニック 63-8300
○出水病院 62-0419
○スマイル歯科医院 75-3300
□長島調剤薬局 64-5555
□阿久根薬局 72-1017
□五万石薬局 63-8800
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

□農業用廃プラスチック類回収
（獅子島アイランドセンター）

○平尾診療所 88-2595
○植村整形外科 72-1041
○柏木歯科クリニック 79-4618
□三文字薬局 75-0073
◇出水総合医療センター 67-1611

□長島町消防操法大会
（蔵之元漁港）
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